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水冷した吻合は当然如失少く,又P.Cq;Jl;の仕込故が約
すに従って机')tも多くなる｡しかし何れにしても5-
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Expt12は飽糾相似川,!.Ili.冷軌 気組 ISo,水仙 1日o
Expt.3は交流,一 冷却∴ 気況 230,水は 21o
Expt･41号交汎 奴冷軌 気温 210/水氾 2Qo
の場 d dataである. ､
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川故は各々約 0･5t-であって FractionNo･1叉は 2.
に於ける反膝氾弘 一此取 -benzeneI.lI対する収率及












ても椛認されたあである0, - . ＼
































ために BHC の鹿島が析出しない範囲の最高収丑を 込口に近い写本の反願管であることが判った｡∫







chlorinew㌍ 苧uppliedthrough thcbottom･ ' ､ 一一 ./
Thcfeedingrateofchlorine-was,regulatedsoastosupplyenough forreactingwithbenzene


















Determination ofp,p′-DDT bydehydrochlomi ation･∫Takendsukc･TAKANO, Masayuki
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5･,脱藍酸に依る p,p′-DDT､の定量に就て 高野武之臥 即 娼 之 (京都大学化学岬 析武卵 二究i)
24･11･24受付
●
DDT の張大な殺虫致束は1.1･bis(p-chlorophenyl) phenyl)=2,･_,2-trichloroethaneI(0,p･-DDT) やそ
-27,2.2-trichloroとtliaムC即ちp,p′-DDTの殺虫力に の他の剤生物を合有して居る(1).従って DDT A,r(栄
伐るのであるが,工業生産品である D^DT 蜘末峠, ･や DDT製剤中の P･P'-DDT甲定足が当鎗払嬰とな
p,p′-Dl)T 乍坤 に1二(p-chlorophenil)-1-(0-chl?r6･/ ･'らて如 .I)I)T の定故法は現嘩声でに数多く発光せ
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